
第
三
編富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
と
大
宮
の
ま
ち
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現
在
の
富
士
宮
市
の
都
市
計
画
で
は
、
富
士
宮
市
役
所・Ｊ
Ｒ
西
富
士
宮
駅・

Ｊ
Ｒ
富
士
宮
駅
・
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
そ
れ
ぞ
れ
東
西
南
北
の
境
と
す
る

地
域
一
帯
が
、
商
業
地
域
（
準
商
業
地
域
も
一
部
含
む
）
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
地
域
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
富
士
宮
市
の
商
業
に
と
っ
て
重
要
な

場
所
の
一
つ
で
あ
り
、
人
々
が
集
ま
り
商
い
が
営
ま
れ
て
き
た
「
ま
ち
」
と
し

て
の
長
い
歴
史
を
持
つ
。

　
そ
の
歴
史
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
永え
い
禄ろ
く
九
年
（
一
五
六
六
）
に
今
川
氏う
じ

真ざ
ね
が
富
士
兵ひ
ょ
う

部ぶ

少し
ょ
う

輔ゆ
う
（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
大
宮
司
で
あ
り
、
武
将
で
も

あ
っ
た
）
に
宛
て
て
出
し
た
「
富ふ

士じ

大お
お
宮み
や
楽ら
く
市い
ち
令れ
い
」
と
い
う
朱
印
状
が
よ
く
知

ら
れ
る
。富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
御ご

神し
ん
田で
ん
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
神か
ん
田だ

町ち
ょ
う（
現

大
宮
町
一
一
周
辺
）
に
位
置
す
る
神か
ん

田だ

市い
ち

神
社
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
市
神
石
を
祀ま
つ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
地
域
に
市
が
立
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
（
写
真
１−

１
）。　

　
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
富
士
山
幻げ
ん
燈と
う
会か
い
説
明
書
』
で

は
、
駿
河
湾
側
か
ら
甲か

斐い

国
、
信し
な
の濃
国
へ
と
抜
け
る
街
道
の
玄
関
口
に
位
置
し

た
こ
の
市
が
、
す
こ
ぶ
る
に
ぎ
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
信
州
の
あ
た
り
ま
で
広
が
っ
て
い
る
「
神
田
の
市
へ
帯
買
い
に
」
と

い
う
子
守
歌
は
、
こ
の
市
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
野
木　

一
八
九
二
）。

　
神
田
の
市
を
含
め
た
大
宮
の
ま
ち
が
に
ぎ
わ
う
様
子
は
、
江
戸
時
代
に
記
さ

れ
た
地
誌
や
紀
行
文
の
中
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
文ぶ
ん
政せ
い
三

写真 1-1   神田市神社
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図 1-1　『駿河記』大宮浅間の図（国立国会図書館蔵）

年
（
一
八
二
〇
）
に
桑
原
藤ふ
じ
泰や
す
が
完
成
さ
せ
た
『
駿
河
記
』
内
に
所
収
さ
れ
た

絵
図
に
は
、大
宮
浅
間
の
門
前
に
東
西
に
延
び
る
町
並
み
が
描
か
れ
て
い
る（
図

１−

１
）。

　

具
体
的
な
ま
ち
の
状
況
は
、
文ぶ
ん

化か

一
三
年
（
一
八
一
六
）
か
ら
天て
ん

保ぼ
う

五
年

（
一
八
三
四
）
に
か
け
て
編
ま
れ
た
新
庄
道
雄
の
『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
お

い
て
、「
大
宮
町
は
東
海
道
吉
原
宿
よ
り
甲か

斐い

国の
く
に

に
い
た
る
の
大
路
の
駅
に
し

て
に
ぎ
や
か
な
る
所
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
大
宮
町

は
、
神
田
町
・
中な
か

宿じ
ゅ
く

町
・
連れ
ん

雀じ
ゃ
く

町
・
青あ
お

柳や
ぎ

町
・
後う
し
ろ

宿じ
ゅ
く

・
東
新
町
・
西
新
町
・

田た

宿じ
ゅ
く

・
立た
て

宿じ
ゅ
く

・
寺て
ら

地じ

町
と
い
う
町
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
東
西
一
四・
五

町
（
約
一・
五
～
一・
六
㎞
）、
戸
数
は
一
〇
〇
〇
戸
を
超
え
る
と
す
る
（
新
庄　

一
九
七
五
）。
こ
の
東
西
の
幅
は
、
前
述
の
現
在
の
商
業
地
域
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
の
街
区
に
近
い
形
が
整
え
ら
れ
て
い
た
状
況
が
見

て
取
れ
る
。

　
ま
た
、
文ぶ
ん
久き
ゅ
う

元
年
（
一
八
六
一
）
に
中
村
（
新し
ん
宮ぐ
う
）
高た
か
平ひ
ら
が
著
し
た
『
駿す
る
河が

志し

料り
ょ
う

』
で
は
、
大
宮
と
い
う
名
称
は
浅
間
大
宮
（
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
に

ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
中
で
第
一

の
都
会
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
中
村　
一
九
三
〇
）。

　
紀
行
文
に
お
い
て
も
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
こ
の
地
を
旅
し
た
芙ふ

蓉よ
う

亭て
い

蟻ぎ

乗じ
ょ
う

は
、
大
宮
の
ま
ち
に
つ
い
て
、「
商
家
軒
を
な
ら
べ
、
薬
種
に
は
大
宮

柴
斯
、茶
も
多
く
諸
国
へ
出
す
。家
並
に
蚕
を
養
ふ
」と
記
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

駿
府
代
官
で
あ
っ
た
羽は

倉ぐ
ら
簡か
ん
堂ど
う
が
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
に
こ
の
地
を

訪
れ
た
際
に
は
、「
富
士
山
の
麓
で
賑に
ぎ

わ
い
、
肥ひ

沃よ
く

な
場
所
の
た
め
、
商
い
が

盛
ん
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
駿
州
と
甲
州
の
互
い
の
市
場
が
あ
る
の
も

頷
け
る
」（『
東と
う

游ゆ
う

日に
ち

歴れ
き

』〈
富
士
市
立
富
士
文
庫
蔵
〉
の
漢
文
を
意
訳
）
と
述

べ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
大
宮
の
ま
ち
は
、
富
士
山
周
辺
地
域
の
中
で
も
、
人

と
モ
ノ
が
数
多
く
集
ま
る
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
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大
宮
の
ま
ち
は
、
商
い
の
ま
ち
と
し
て
商
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
た
だ
け

で
は
な
く
、
先
に
取
り
上
げ
た
紀
行
文
の
筆
者
が
い
ず
れ
も
富
士
山
へ
の
登
山

者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
中
心
と

す
る
登
山
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
も
持
っ
て
い
た
（
図
１−

２
）。

　
登
山
の
際
の
状
況
を
よ
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
、
大
阪
の
古

銭
研
究
家
で
あ
っ
た
中な
か

谷た
に

顧こ

山ざ
ん

が
、
享き
ょ
う

保ほ
う

一
八
年
（
一
七
三
三
）
に
記
し
た

『
富ふ

嶽が
く

之の

記き

』
と
い
う
紀
行
文
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

の
境
内
と
、
門
前
に
東
西
に
延
び
る
道
（
現
神
田
商
店
街
か
ら
宮
町
商
店
街
に

か
け
て
の
地
域
）
の
図
が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
道
の
先
に
は
、「
是こ
れ

ヨ
リ
西

ニ
坊
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
図
１−

３
）。
こ
の
坊
と
は
、
登
山
者
が
宿

泊
す
る
道ど
う
者し
ゃ
坊
の
こ
と
で
あ
る
。
中
谷
顧
山
の
よ
う
に
関
西
か
ら
こ
の
地
に
訪

れ
た
登
山
者
は
、
坊
に
宿
泊
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
場

所
を
宿
に
し
た
場
合
、
超
過
料
金
が
発
生
し
て
し
ま
う
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
宮
の
道
者
坊
に
つ
い
て
は
、
中
世
の
終
わ
り
頃
か
ら
富
士
登
山
が

盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
社
人
が
設
置
し
た
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
る
（
井
野
邉　
一
九
二
八
）。
同
社
の
社
人
の
一
人
で
あ
っ
た
案あ
ん

主ず

富
士
氏
の
記
録
で
あ
る
「
大
宮
導
者
坊
記
聞
」
に
よ
れ
ば
、
一
六
世
紀
中
頃

の
享き
ょ
う

禄ろ
く
・
天て
ん
文ぶ
ん
年
間
に
は
お
よ
そ
三
○
軒
の
道
者
坊
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ

て
い
る
（
浅
間
神
社
社
務
所　
一
九
三
一
）。
江
戸
時
代
以
降
は
坊
の
数
は
か

な
り
減
少
し
た
よ
う
だ
が
、山
切
手
（
入
山
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
示
す
書
類
）

の
入
手
だ
け
で
は
な
く
、
山
中
で
の
装
備
や
食
料
を
確
保
す
る
う
え
で
も
、
登

山
者
に
と
っ
て
重
要
な
価
値
を
有
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
宿
坊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
地
域
（
檀だ
ん
那な

場ば

）
が
異
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
宗
教
的
指
導
者
（
先せ
ん
達だ
つ
）
や
、
先
達
の
も
と
で
組
織

さ
れ
た
講
集
団
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
、
富
士
山

本
宮
浅
間
大
社
の
社し

ゃ
人に
ん
で
あ
る
宮み
や
仕じ

四
家
の
う
ち
の
一
つ
、一い
ち
宮の
み
や

仕じ

（
一
和
尚
）

を
務
め
た
清せ
い
長ち
ょ
う

坊ぼ
う
に
伝
来
し
た
資
料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
書
簡
か
ら
も
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
簡
は
、
万ま
ん
延え
ん
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
、
伊
勢

国
鈴
鹿
郡
川
崎
村
（
現
三
重
県
亀
山
市
）
の
先
達
で
あ
る
伊
藤
筑ち
く
前ぜ
ん
が
清
長
坊

に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
伊
藤
筑
前
を
宗
教
的
指
導
者
と
す

る
周
辺
地
域
の
人
々
が
登
山
す
る
際
に
は
、
紹
介
状
（
添
状
）
を
清
長
坊
に
持

参
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
清
長
坊
に
訪
れ
た
人
々
に
対
し
て
は
、
富
士
山
の

お
札
や
絵
図
な
ど
が
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
な
お
、安あ
ん
政せ
い
六
年（
一
八
五
九
）に
登
山
の
手
引
き
書
と
し
て
発
行
さ
れ
た『
富

士
山
用
達　
諸
国
道
中
定
宿
帳
』
に
よ
れ
ば
、
登
山
の
前
に
立
ち
寄
る
べ
き
大

宮
の
坊
と
し
て
、
宮
﨑
春し
ゅ
ん

長ち
ょ
う

・
宮
﨑
清
長
・
御み

炊か
し
き

坊ぼ
う
・
鎰さ

是ぜ

内な
い
記き

・
鎰さ

是ぜ

頼た
の
母も

の
五
坊
と
、
各
坊
で
登
山
の
手
形
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
記
さ
れ
て
い

る
（
図
１−

４
）。
あ
わ
せ
て
、
下
山
時
の
宿
と
し
て
中
村
屋
が
推
薦
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
下
山
時
の
宿
の
指
定
は
な
か
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

 

第
二
節
　
　
富
士
登
山
の
拠
点
と
し
て
の
大
宮
の
ま
ち

図 1-3   『富嶽之記』（国立公文書館蔵）
　　　  所収の浅間大社境内図
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図 1-4　『富士山用達　諸国道中定宿帳』（村山浅間神社蔵）

図 1-2　吉原宿田子之浦絵図　
(静岡県富士山世界遺産センター蔵)
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こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
商
い
の
ま
ち
、
そ
し
て
富

士
登
山
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
大
宮
の
ま
ち
は
、
明
治
時
代
以

降
に
そ
の
性
格
を
維
持
し
な
が
ら
、
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ

の
大
き
な
要
因
と
し
て
、東
海
道
線
の
鈴
川
停
車
場（
明
治
一
六
年〈
一
八
八
三
〉

開
駅
）
か
ら
、
富
士
製
紙
第
一
工
場
が
設
け
ら
れ
た
入
山
瀬
を
経
て
、
大
宮
へ

と
至
る
富
士
馬
車
鉄
道
が
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
開
通
し
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
、
大
宮
か
ら
上
井
出

を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
で
あ
る
富
士
軌
道
が
開
通
す
る
（
大
正
元
年
〈
一
九
一
二
〉

に
は
上
井
出
か
ら
人ひ
と

穴あ
な

間
が
延
伸
）。
ま
た
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
前
述

の
富
士
馬
車
鉄
道
（
明
治
四
二
年
に
富
士
鉄
道
に
改
称
）
が
富
士
身
延
鉄
道
に

買
収
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
富
士
駅
と
大
宮
町
駅
間
が
蒸
気
機
関

車
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
富
士
身
延
鉄
道
は
延
伸
を
し
な
が

ら
、大
正
九
年（
一
九
二
〇
）に
は
身
延
駅
ま
で
、そ
し
て
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

に
は
甲
府
駅
ま
で
全
線
開
通
し
、
従
来
の
富
士
川
を
利
用
し
た
南
北
の
物
流
が

鉄
道
に
よ
る
物
流
へ
と
完
全
に
置
き
換
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
う
し
た
明
治・

大
正
そ
し
て
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
鉄
道
の
発
達
は
、
大
宮
の
ま
ち
に
多
く
の

人
と
モ
ノ
の
移
動
を
も
た
ら
し
、
ま
ち
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と

な
る
。

　

そ
の
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
、
明
治
四
一
年

（
一
九
〇
八
）
に
発
行
さ
れ
た
『
実
測
富
士
山
案
内
図
』
と
い
う
地
図
が
あ
る
。

こ
の
地
図
は
、
静
岡
県
駿
東
郡
原
町
（
現
沼
津
市
原
）
の
増
田
久き
ゅ
う

七し
ち
郎ろ
う
と
い
う

人
物
が
製
図
な
ら
び
に
発
行
し
た
も
の
で
、
当
時
の
東
海
道
線
か
ら
富
士
山
へ

向
か
う
ル
ー
ト
や
登
山
道
、
そ
し
て
山
頂
の
史
跡
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
も
、
大
宮
・
村
山
口
登
山
道
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
大
宮
の

ま
ち
に
つ
い
て
、
街
区
の
状
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
（
図
１−

５
）。

　
こ
の
地
図
か
ら
は
、
大
宮
の
ま
ち
を
構
成
す
る
町
と
し
て
、
東
か
ら
新し

ん
宿し
ゅ
く

町

・
青あ
お
柳や
ぎ
町
・
伝て
ん
馬ま

町
・
連れ
ん
雀じ
ゃ
く

町
・
仲な
か
宿じ
ゅ
く

町
・
神
田
町
・
北
神
田
町
・
神
田
橋
町
・

城
山
町
・
西
新
町
・
宮
本
町
・
田た

宿じ
ゅ
く

町
・
寺て
ら
地じ

・
松
山
町
・
立た
て
宿じ
ゅ
く

町
・
新
立
宿

町
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
取
り
上
げ
た
江
戸
時
代
の
『
駿
河

国
新
風
土
記
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
町
が
あ
り
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
、
ま
ち
の
範
囲
が
拡
大
し
、
居
住
者
も
増
加
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。

　
さ
ら
に
、
ま
ち
の
中
に
は
三
カ
所
の
製
糸
場
が
存
在
し
て
い
る
。
先
に
取
り

上
げ
た
江
戸
時
代
の
芙ふ

蓉よ
う

亭て
い

蟻ぎ

乗じ
ょ
う

の
紀
行
文
に
は
、「
家
並
み
に
蚕
を
養
う
」

と
あ
る
が
、
単
に
各
家
庭
で
蚕
を
育
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
蚕
か
ら
糸
を
取
る

と
い
う
仕
事
が
、
大
宮
の
ま
ち
の
中
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
様
子
が
見
て
と

れ
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
市
民
文
化
会
館
や
図
書
館
が
位
置
す
る
場
所
に
は
、「
大
蔵

省
用
地
葉は

烟た
ば

草こ

収
納
所
」
と
い
う
記
載
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
政
府
の
出
先
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た

煙た
ば
こ草
専
売
所
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
専
売
所
が
設
置
さ
れ
る
前
か
ら
、
富
士
山

周
辺
で
は
、
名
産
富
士
葉
煙
草
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
で
煙
草
の
製
造
販
売

に
従
事
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
（
富
士
宮
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
八
六
）。
大
宮
の
ま
ち
の
中
に
政
府
に
よ
る
専
売
所
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

で
、
周
辺
の
葉
煙
草
生
産
者
に
安
定
し
た
収
入
が
も
た
ら
さ
れ
る
事
に
加
え
、

煙
草
製
造
業
が
新
た
な
産
業
と
し
て
多
く
の
雇
用
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ

た
。
な
お
、
富
士
宮
市
内
に
は
、
現
在
で
も
煙
草
の
乾
燥
室
が
い
く
つ
か
現
存

し
て
お
り
、
当
時
の
葉
煙
草
の
生
産
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
三
節
　
　
明
治
時
代
以
降
の
産
業
の
発
展
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製
糸
業
、
そ
し
て
煙
草
製
造
業
と
い
う
産
業
が
定
着
し
た
後
の
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
に
発
行
さ
れ
た
『
静
岡
県
富
士
郡
誌
』
に
は
、
そ
の
当
時
の
大

宮
の
ま
ち
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

大
宮
町
は
明
治
二
十
二
年
町
村
自
治
制
施
行
の
際
、
黒
田
、
山
本
、

貫ぬ
く

戸ど

、
星ほ
し

山や
ま
、
沼
久
保
、
安あ

居ご

山や
ま

の
六
箇
村
を
合
せ
て
一
町
と
な

し
、
一
自
治
区
を
な
せ
り
。
東
西
一
里
、
南
北
二
里
五
町
、
面
積

二・
三
九
方
里
、
富
士
郡
北
部
の
都
会
に
し
て
、
神
田
の
清
流
市

街
の
中
央
を
貫
通
し
、
吉
原
町
を
距へ
だ
て

る
北
方
二
里
十
八
町
、
戸
数

二
千
二
百
、
人
口
一
万
三
千
余
、
吉
原
警
察
署
大
宮
分
署
、
吉
原

区
裁
判
所
大
宮
出
張
所
、
郵
便
局
、
秦は
だ

野の

専
売
支
局
大
宮
出
張
所
、

町
役
場
、
銀
行
、
小
学
校
、
町
立
実じ
っ

科か

高
等
女
学
校
、
羽は

二ぶ
た

重え

大

宮
実
習
所
、
工
場
等
あ
り
。
劇
場
は
咲さ
く

花は
な
、
松し
ょ
う

鶴か
く

の
二
座
あ
り
。

旅
舎
兼
割か
っ

烹ぽ
う

店
の
重
な
る
も
の
は
、
梅ば
い

月げ
つ
、
偕か
い

楽ら
く

園え
ん
、
中
村
屋
、

海か
い

松し
ょ
う

楼ろ
う

と
す
。
馬
車
鉄
道
は
鈴
川
よ
り
吉
原
町
を
経
、
鷹た
か

岡お
か

村
入

山
瀬
に
於お
い

て
軽
便
鉄
道
と
な
り
て
當と
う

町ち
ょ
う

に
達
し
、
北
方
に
軌
道
馬

車
あ
り
て
上
井
出
に
達
す
。
又
潤
川
あ
り
て
灌か
ん

漑が
い

に
便
す
。
頭
を

挙
く
れ
ば
富
士
の
霊
峰
中
央
に
聳そ
び

ゆ
、
加
ふ
る
に
勝
地
を
以も
っ

て
著

は
る
る
浅
間
官か
ん

幣ぺ
い

大
社
あ
り
、
花
時
の
観
桜
、
夏
日
の
納
涼
等
実

に
清
遊
の
好
適
地
た
り
。

　
こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

の
時
期
に
は
、
大
宮
の
ま
ち
は
富
士
山
の
南
西
麓
に
お
い
て
、
一
大
商
圏
を
持

つ
ま
ち
と
し
て
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

図 1-5　『実測富士山案内図』トレース図
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の
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ち
の

　
　
　
成
立
と
発
展

第
四
節
　
　
新
た
な
登
山
道
の
開
発
と
観
光
の
ま
ち

　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
交
通

手
段
の
発
達
を
背
景
に
、
大
宮
の
ま
ち
に
は
い
く
つ
か
の
産
業
が
定
着
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
、
従
来
の
大
宮
・
村
山
口

登
山
道
に
加
え
て
、
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
富
士
登
山
を

前
提
と
す
る
大
宮
口
新
道
（
カ
ケ
ス
バ
タ
口
）
と
い
う
新
た
な
登
山
道
が
開
か

れ
た
。

　
当
時
、
こ
の
新
た
な
登
山
道
の
整
備
や
登
山
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
一
手

に
担
っ
て
い
た
富ふ

士じ

表お
も
て

山や
ま

休き
ゅ
う

泊は
く

営え
い

業ぎ
ょ
う

合ご
う

資し

会が
い

社し
ゃ

が
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

に
発
行
し
た
「
富
士
山
表
口
登
山
案
内
図
」
に
は
、「
表
口
は
風
景
名
所
古
跡

に
富
め
り
」
と
し
て
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
は
じ
め
と
す
る
富
士
宮
市
内

の
神
社
仏
閣
、
白
糸
の
滝
、
源
み
な
も
と
の

頼よ
り
朝と
も
や
曽そ

我が

兄
弟
の
ゆ
か
り
の
場
所
な
ど
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
１−

６
）。

　
さ
ら
に
、
大
正
の
広
重
と
も
称
さ
れ
、
全
国
各
地
の
観
光
地
や
市
街
地
を
空

か
ら
眺
め
た
よ
う
な
視
点
で
描
く
、
い
わ
ゆ
る
鳥ち
ょ
う

瞰か
ん
図ず

を
数
多
く
制
作
し
た
吉

田
初は
つ
三さ
ぶ
郎ろ
う
に
よ
る
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
「
官か
ん
幣ぺ
い
大
社
富
士
山
名
所
図

絵
」（
発
行
は
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）
に
も
東
海
道
線
か
ら
大
宮
、
そ
し
て

身
延
へ
と
至
る
富
士
身
延
鉄
道
や
、
大
宮
か
ら
上
井
出
に
至
る
富
士
軌
道
の
路

線
と
と
も
に
、
沿
線
の
名
所
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１−

７
）。

　
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
図
か
ら
は
、
大

宮
の
ま
ち
は
単
な
る
登
山
の
拠
点
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
山
南
西
麓
の
観
光
の

拠
点
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

図 1-7　官幣大社富士山名所図絵（静岡県富士山世界遺産センター蔵）

図 1-6　富士山表口案内図（静岡県富士山世界遺産センター蔵）
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こ
の
時
期
の
大
宮
の
ま
ち
の
様
子
に
つ
い
て
は
、大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）

に
東
京
交
通
社
が
発
行
し
た
「
大
日
本
職
業
別
明
細
図
（
静
岡
県
富
士
郡
）」

か
ら
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
大
日
本
職
業
別
明
細
図
は
、
大
正
六

年（
一
九
一
七
）に
木
谷
佐
一
が
興
し
た
東
京
交
通
社
が
、市
街
地
図
の
シ
リ
ー

ズ
も
の
と
し
て
、
全
国
各
地
の
市
街
地
を
対
象
に
定
期
的
に
刊
行
し
た
も
の
で

あ
る
。
東
京
交
通
社
発
足
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
統
制
が
行
わ
れ
る
昭

和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
か
け
て
の
二
五
年
間
で
、
七
〇
〇
点
を
超
え
る
市

街
地
図
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
全
国
を
共
時
的
に
、
ほ
ぼ
同
一
の
基
準
で
発
行

さ
れ
た
市
街
地
図
と
し
て
、
市
街
地
の
復
原
や
都
市
機
能
の
検
討
に
有
効
な
資

料
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
河
野　
二
〇
〇
八
）。
な
お
、
こ
の
大
日
本
職
業

別
明
細
図
に
は
、
発
行
順
を
示
す
号
数
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
大
宮
の
ま
ち
を

含
む
静
岡
県
富
士
郡
は
一
一
九
と
な
っ
て
い
る
。
静
岡
県
内
で
は
、
浜
松
市

（
一
五・六
八・二
四
七
）・
見み

付つ
け
町
（
一
六
）・
熱
海
温
泉
（
二
二
）・
長
岡
温
泉

（
九
五
）・
清
水
市
（
一
一
七
）
に
次
ぐ
も
の
で
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
市
街
地

図
の
需
要
が
静
岡
県
内
で
も
高
か
っ
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
大
日
本
職
業
別
明
細
図
は
共
通
し
て
、
表
面
に
横
軸
を
イ
ロ
ハ
順
、
縦
軸
を

数
字
順
に
区
切
っ
た
グ
リ
ッ
ド
を
設
け
、そ
こ
に
市
街
地
が
平
面
図
で
描
か
れ
、

地
図
の
中
に
公
共
施
設
や
商
工
業
者
の
名
称
が
記
さ
れ
る
。「
大
日
本
職
業
別

明
細
図
（
静
岡
県
富
士
郡
）」
も
例
外
で
は
な
く
、
富
士
郡
全
体
の
交
通
図
お

よ
び
、
大
宮
町
・
富
士
川
町
・
吉
原
町
・
富
士
駅
前
・
蒲か
ん
原ば
ら
町
・
由ゆ

比い

町
・
興お
き

津つ

町
の
市
街
地
図
と
富
士
郡
各
地
と
題
さ
れ
、
広
範
囲
を
収
め
た
市
街
地
図
が

所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
図
と
と
も
に
、
各
地
の
社
寺
や
商
工
業
者
の
写
真

が
数
点
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
地
図
を
一
見
す
る
と
、
大
宮
町
は
、
ほ
か
の
場
所

と
比
較
し
て
街
区
が
広
く
、
さ
ら
に
掲
載
さ
れ
た
商
工
業
者
の
情
報
が
多
く
、

富
士
郡
の
中
で
随
一
の
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
１−

８
・
図
１−

９
）。

 

第
五
節
　
　
地
図
か
ら
み
る
大
宮
の
ま
ち

図 1-8　大日本職業別明細図（静岡県富士郡）表面全体　（国立国会図書館蔵）
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ま
た
、
裏
面
上
段
に
は
、
富
士
郡
の
地
勢
・
主
要
物
産
・
名
所
旧
跡
な
ど
の

沿
革
、
各
地
区
間
の
距
離
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
下
か
ら
は
、
営
業
別
索
引
と
し

て
、
官
公
庁
・
学
校
・
社
寺
・
銀
行
の
名
称
が
掲
載
さ
れ
る
。
銀
行
に
続
い
て
、

イ
ロ
ハ
順
で
五
一
種
に
分
類
さ
れ
た
業
種
ご
と
に
店
舗
名
の
名
称
が
並
ぶ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
名
称
に
は
、
該
当
地
区
お
よ
び
縦
軸
・
横
軸
の
グ
リ
ッ
ド
番
号
が
付

記
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
表
面
の
地
図
で
場
所
が
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
大
宮
町
に
関
し
て
は
、
こ
の
う
ち
の
四
五
種
に
つ
い
て
名
称
の
記
載
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
富
士
郡
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
多
様
な
業
種
が
存
在

す
る
ま
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
表
１−

１
は
裏
面
の
索
引
に
記
さ
れ
た
名
称
を
業
種
ご
と
に
分
類
し
、
そ
の

数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
日
本
職
業
別
明
細
図
へ
の
掲
載
は
、
発
行
元
の

東
京
交
通
社
に
よ
る
各
業
者
の
納
税
額
に
基
づ
く
判
断
（
納
税
し
て
い
る
こ
と

で
信
用
で
き
る
業
者
と
判
断
さ
れ
た
）
と
、
各
業
者
が
掲
載
料
を
支
払
っ
た
か

ど
う
か
と
い
う
基
準
が
あ
る
た
め
、
当
時
存
在
し
た
全
て
の
業
者
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
ま
ち
の
状
況
を
十
分
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
表
１−

１
に
示
し
た
よ
う
に
、
富
士
郡
全
体
の
業
者
名
の
掲
載
件
数
の

う
ち
、
大
宮
町
の
業
者
が
占
め
る
割
合
は
二
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
富
士
郡
を

八
地
域
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
周
辺
地
域
と
比
較
し

て
明
ら
か
に
大
宮
町
の
掲
載
割
合
が
高
く
、
商
業
面
に
お
い
て
は
富
士
郡
を

リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
富
士
郡
全
体
に
お
け
る
大
宮
町
の
割
合
が
五
〇
％
以
上
と
な
る
業
種

と
し
て
、
呉ご

服ふ
く
太ふ
と
物も
の
商し
ょ
う

・
印
刷
業
・
荒
物
雑
貨
商
・
家
具
指
物
商
・
妓ぎ

楼ろ
う
・
染

物
業
・
茶ち
ゃ
商し
ょ
う

・
飲
食
店
・
市
場
・
油あ
ぶ
ら

商し
ょ
う

・
食
料
品
商
・
製
糸
お
よ
び
製
綿
業
・

写
真
業
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
が
大
宮
の
ま
ち
を
特
徴
づ
け
て
い
た

と
も
指
摘
で
き
る
。
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図 1-9　大日本職業別明細図　大宮町トレース図

表 1-1　業種ごとの富士郡全体の掲載件数と大宮町の掲載件数
　　　　 富士郡における大宮町の掲載件数が 50％以上のものをマーカーで示す。

業種名 大宮町の掲載件数 富士郡全体の
掲載件数

富士郡全体における
大宮町の割合

社寺教会及名所 15 149 10%
諸業 9 77 12%
官衙学校 9 66 14%
旅館 9 37 24%
医院 16 34 47%
酒醤油味噌商 10 33 30%
銀行会社 7 30 23%
自動車及び自転車業 2 25 8%
運送業 2 18 11%
薬商 7 17 41%
菓子商 4 15 27%
料理店 4 13 31%
洋品雑貨商 2 11 18%
材木商および製材業 2 11 18%
工場及び製作所 1 10 10%
米穀肥料商 3 9 33%
呉服太物商 6 8 75%
演芸娯楽場 2 8 25%
雑貨商 0 8 0%
印刷業 4 7 57%
荒物雑貨商 4 7 57%
金物商 3 7 43%
書籍文房具商 3 7 43%
家具指物商 5 6 83%
時計商 1 6 17%
組合 1 6 17%
銘家 2 5 40%

業種名 大宮町の掲載件数 富士郡全体の
掲載件数

富士郡全体における
大宮町の割合

売店 0 5 0%
妓楼 4 4 100%
染物業 3 4 75%
鉄工所 1 4 25%
茶商 2 3 67%
足袋商 1 3 33%
新聞業 1 3 33%
製紙業 0 3 0%
飲食店 2 2 100%
市場 1 2 50%
油商 1 2 50%
食料品商 1 2 50%
製糸および製綿業 1 2 50%
煙草商 0 2 0%
小間物化粧品商 0 2 0%
写真業 1 1 100%
履物商 0 1 0%
提灯商 0 1 0%
海産乾物商 0 1 0%
畳商 0 1 0%
魚商 0 1 0%
靴商 0 1 0%
婚礼家具商 0 1 0%
工業所 0 1 0%
機械器具商 0 1 0%
製麩業 0 1 0%
合計 152 684 22%
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や
や
時
代
が
進
ん
だ
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
、
前
節
に
掲
載
し
た

「
官
幣
大
社
富
士
山
名
所
図
絵
」（
図
１−

６
）
の
作
者
で
あ
る
吉
田
初
三
郎
の

も
と
で
技
術
を
磨
き
、
独
立
後
は
初
三
郎
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
さ
れ
た
鳥ち
ょ
う

瞰か
ん
図ず

絵
師
、
金
子
常つ
ね
光み
つ
が
大
宮
町
役
場
の
依
頼
で
、「
国
立
公
園 

富
士
と
大
宮
」
と

題
す
る
鳥
瞰
図
を
所
収
し
た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
た
（
図
１−

10
）。

こ
れ
は
、
同
年
に
施
行
さ
れ
た
国
立
公
園
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
る
国
立
公
園

の
候
補
地
と
し
て
、
富
士
山
麓
の
指
定
を
目
指
し
た
大
宮
町
の
積
極
的
な
動
き

の
成
果
物
で
あ
る
と
い
え
る
と
と
も
に
、
当
時
の
大
宮
の
ま
ち
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
。

　
こ
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
所
収
さ
れ
た
鳥
瞰
図
に
は
、
富
士
山
の
麓
に
大

き
く
広
が
る
大
宮
の
ま
ち
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
特
に
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大

社
の
境
内
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
を
中
心
と
す
る
ま
ち
と
い
う
意
識
を
示
す
も
の
だ
と
い
え
る
。
さ

ら
に
、
ま
ち
の
中
に
記
さ
れ
た
施
設
の
情
報
に
注
目
す
る
と
、
町
役
場
や
警
察

署
、
学
校
に
加
え
て
、
富
士
繭ま
ゆ
市
場・日に

本ほ
ん
絹け
ん
糸し

会
社・専
売
局
出
張
所
と
い
っ

た
施
設
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
時
代
に
定
着
し
た
、
大
宮
の
ま
ち

周
辺
で
の
養よ
う
蚕さ
ん
や
煙た
ば
こ草
栽
培
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
も
の
が
大
宮
の
ま
ち
に
集

ま
り
、
全
国
へ
出
荷
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
の
地
域
の
産
業
の
ス
タ
イ
ル
が
、

昭
和
初
期
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
性
が
高
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
鳥
瞰
図
の
裏
面
に
は
、
大
宮
の
ま
ち
の
概
要
と
し
て
、「
北
に
秀し
ゅ
う

麗れ
い

の
富
士

を
負
い
、
南
に
田
子
の
浦
の
絶
景
を
臨
み
、
い
わ
ゆ
る
山さ
ん
紫し

水す
い
明め
い
な
る
岳
麓
の

小
都
会
で
人
口
約
三
万
、
付
近
に
は
名
所
旧
跡
、
原
始
民
族
の
遺
跡
、
古
墳
等

が
頗す
こ
ぶ

る
多
い
、
登
山
期
に
は
合ご
う
力り
き
、
馬ば

丁て
い
、
自
動
車
、
旅
館
同
盟
会
等
が
駅
前

へ
登
山
案
内
所
を
設
け
て
専
ら
登
山
者
の
便
宜
を
計
っ
て
い
る
」
と
あ
り
、
観

光
の
ま
ち
と
し
て
の
姿
も
記
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
周
辺
の
名

所
旧
跡
の
概
要
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
訪
れ
る
手
段
と
し
て
、
大
宮
の
ま

ち
か
ら
の
乗
合
自
動
車
の
運
行
情
報
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
二
一
日
夜
、
栄
町
（
現
大
宮
町
二
八
周
辺
）

で
発
生
し
た
火
災
は
、強
風
の
影
響
も
あ
り
、瞬
く
間
に
大
宮
の
ま
ち
に
広
が
っ

て
い
っ
た
。
不
幸
に
も
渋
沢
用
水
が
工
事
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鎮
火
ま
で

約
七
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
延
焼
範
囲
は
、
神
田
川
か
ら
東
側
に
位
置
す
る

一
五
町
（
現
大
宮
町
・
中
央
町
・
東
町
）
に
及
び
、
全
焼
家
屋
数
は
一
一
二
〇

戸
、
罹り

災さ
い
者
数
は
四
九
一
四
人
を
数
え
た
。

　
「
大
宮
町
大
火
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
火
災
に
よ
り
、
先
に
取
り
上
げ
た
鳥ち
ょ
う

瞰か
ん

図ず

「
国
立
公
園
富
士
と
大
宮
」（
図
１−

10
）
に
描
か
れ
た
よ
う
な
ま
ち
の
風

景
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
官
民
あ
げ
て
の
復
興
事
業
が
行
わ
れ
、
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
に
復
興
記
念
祭
が
開
か
れ
て
い
る
。
復
興
事
業
に
伴
い
発
行

さ
れ
た
『
岳が
く
麓ろ
く
大た
い
観か
ん
：
大
宮
町
復
興
記
念
』
に
は
、
火
災
前
後
の
町
並
み
の
写

真
や
、
新
築
さ
れ
た
官
公
庁
や
商
店
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
ま
ち
の
様
子
が
大

き
く
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
１−

11
）。

　
そ
の
後
、
大
宮
の
ま
ち
は
戦
争
に
よ
る
空
襲
被
害
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
大
宮
町
大
火
以
降
に
大
き
な
火
災
が
起
こ
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
当
時
の
町
並
み
が
少
し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
、
現
在
へ
と
至
っ

て
い
る
。
そ
の
歴
史
の
中
で
、
煙た
ば
こ草
専
売
所
の
廃
止
、
オ
ー
ミ
ケ
ン
シ

株
式
会
社
の
撤
退
な
ど
の
一
方
で
、
大
宮
の
ま
ち
の
周
辺
に
新
た
に
富

士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
や
テ
ル
モ
株
式
会
社
の
工
場
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
明
治
時
代
に
大
宮
の
ま
ち
に
定
着
し
た
産
業
構
造
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
宮
町
自
体
も
合
併
に
よ
り
富
士
宮
市
と
な
り
、

そ
の
後
も
幾
度
か
の
市
町
村
合
併
を
経
て
市
域
を
広
げ
て
き
た
。
こ
う

し
た
経
緯
が
あ
り
な
が
ら
も
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
中
心
と
す
る

ま
ち
の
姿
は
長
く
変
わ
ら
ず
に
保
ち
続
け
ら
れ
て
い
る
。

図 1-10　国立公園 富士と大宮（個人蔵）

図 1-11　
『岳麓大観 大宮町復興記念』（個人蔵）
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ち


